
令和５年度　福井県立武生高等学校（全日制）　学校関係者評価書

【記入内容】・令和５年度の成果と課題について
　　　　　・令和６年度に向けての改善策・向上策について

【意見をお聞きした方々】
　　ＰＴＡ会長、ＰＴＡ副会長５人
　 ＰＴＡ総務部長、ＰＴＡ進路部長、ＰＴＡ環境部長、ＰＴＡ研修部長、ＰＴＡ広報部長
                                                                      以上１１名

【御意見】

学校業務改善のための取り組み

・部活動の外部指導者の導入を実施することで、業務改善が進んでいる。今後も、積極的に
外部指導者を導入し業務改善を進めていただきたい。先生方の負担を減らしながら部活動も
できる体制づくりに努めていただきたい。
・単なる残業時間短縮目標だけではなく、業務内容の洗い出しによる本質的な効率化に向け
た取組の実施が求められる。
・ノー残業デーを設けて仕事の効率化を図る事には限界があるように思われる。来年度は、
何か違うことに取り組んで見てはどうか。
・DXを推進しながらの学校業務の効率化を目指していただきたい。
教育課程・学習指導等

・概ね、授業に対する生徒の満足度は目標指数を上回っている。
・非常変災等で、オンラインの授業を実施することになっても、授業内容についてはとても
満足しています。
・家庭学習の充実に関する評価が昨年に比べ低くなっている部分がある。とても重要な項目
だと思われるので、評価が上がるように改善していただきたい。

生徒支援

・デジタルリテラシーの啓蒙はさらに必要となると思う。
・人権の尊重という意識の指導は今後ともお願いしたい。教員の人権を尊重する目標指数
80%は低いように感じる。
・挨拶についての数字が高まっていることは大変良いことだと思う。
・部活動・ＨＲ活動がより充実していることは大変素晴らしいと感じる。
・登校時の「ながら」スマホ指導については、引き続き学校と家庭で連携して指導していた
だきたい。
進路支援

・今年度、コロナ禍で実施していなかった大学訪問等を実施していただき、進路指導が充実
したことに感謝しています。
・子どもと保護者が最も重視している点であり、様々な情報をこれからも保護者の方にも発
信していただきたい。
・指導内容の満足度が高いのはとても良いことだと思う。特に「課外」について個別に評価
がどのようになっているかを知りたい。
・大学へ進学する意義など、なぜ学ぶ必要があるか、なぜ仕事をするのかというキャリア教
育をさらに進めていただきたい。

保健管理

・学校の校舎内外を整え、大切に使用するという意識や態度が大切だと思う。落ち葉拾いな
どを生徒が行うなど、学校の美化意識を高めていただきたい。
・ゴミの分別について、生徒の評価が高いのはとても良いことだと思う。しかし、教員の評
価がもう少し高くなることを望みます。
・身体面は勿論、精神面での問題が全国的にも深刻化しているように感じる。些細なことで
も相談できる機会や話すことができるよう、外部の専門的な方とも連携していけるとよいと
思う。
・新型コロナウイルスやインフルエンザなどの感染対策を引き続き実施していただき、学校
生活に支障がないようお願いしたい。



保護者との連携・防災

・生徒達の防災に対する意識が低いため、適切な避難方法についての理解を進めていただき
たい。また、避難訓練だけでは意識が高まらないと思われるため、新たな方法を取り入れ、
意識を高めていただきたい。
・ＰＴＡ活動における保護者と学校との接点を増やすような取組を行っていただきたい。

図書広報活動

・ホームページもわかりやすくなり、更新も増え、閲覧が楽しみになった。今後もわかりや
すく、タイムリーな情報提供をお願いしたい。
・ＳＮＳの広がりにより、読書時間の減少を実感している。読書が好きになる新たな仕掛け
を是非お願いしたい。また、一方で情報手段の多様化に伴い、読書に限定した検討も難しく
なっているとも感じている。
理数教育の充実

・本年度も課題研究や探究学習の成果として多くの表彰を受けていた。継続をお願いすると
ともに、他校でも力を入れてきている。また、受賞の外部への情宣もお願いしたい。
・保護者向けに、子ども達の協働する力が高まったと評価する場面(発表会等)があまりない
ため、評価をするのが難しく感じる。

心の環境整備

・今後も未然の防止・啓蒙と早期対策の解決にあたっていただき、子ども達が学校生活を不
安なく過ごすことができるようお願いします。

全体（総括）

・学校評価書の成果と課題およびそれらを踏まえた今後の改善策、向上策は概ね適切であ
る。

（学校関係者評価を踏まえた今後について）

・今年度の学校評価の成果および学校関係者評価に基づき今後の課題について改善・工夫を
行い、次年度のスクールプラン、教育方針、教育目標に活かしていく。


